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１．調査の概要  

①実 施 時 期  令 和 5 年 4 月  

②実 施 方 法  紙 媒 体 での配 布 ・回 収  

③実 施 対 象 者 数  698 人  

④回 答 者 数 ・回 答 率  632 件 （回 答 率 90.5%） 

 

⑤回 答 者 内 訳  

 

○１．学 部 ・学 科  

 

 

○２．性 別  

 

 

 

 

 

１．学部・学科

1. 看護学部看護学科 90 ( 14.2)

2. 社会福祉学部社会福祉学科 59 ( 9.3)

3. 社会福祉学部人間福祉学科 51 ( 8.1)

4. ソフトウェア情報学部ソフトウェア情報学科 158 ( 25.0)

5. 総合政策学部総合政策学科 113 ( 17.9)

6. 盛岡短期大学部生活科学科（生活デザイン専攻） 27 ( 4.3)

7. 盛岡短期大学部生活科学科（食物栄養学専攻） 26 ( 4.1)

8. 盛岡短期大学部国際文化学科 40 ( 6.3)

9. 宮古短期大学部経営情報学科 60 ( 9.5)

10. 無回答 8 ( 1.3)

合  計 632 ( 100.0) 0 20 40 60 80 100%

２．性別

1. 男性 257 ( 40.7)

2. 女性 358 ( 56.6)

3. 回答しない 7 ( 1.1)

4. 無回答 10 ( 1.6)

合  計 632 ( 100.0) 0 20 40 60 80 100%
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２．調査結果の要約  

○３．現 在 の住 居  

全 体 として住 居 の状 況 で、割 合 が高 いのはアパート 50.3%、自 宅 39.9%となっている。 

 

○４．出 身 地 及 び居 住 地  

全 体 として出 身 地 は、岩 手 県 内 が 60.6%、青 森 県 9.3%、秋 田 県 5.5%、同 率 で宮 城 県

5.5%と続 き、東 北 6 県 の出 身 者 が 88.6%を占 めている。 

居 住 地 は全 体 としては盛 岡 市 が 40.5%、次 いで滝 沢 市 が 23.9%を占 めている。 

 

○５．今 年 度 の主 な通 学 手 段  

全 体 として通 学 方 法 は、割 合 が高 い順 に鉄 道 （ＩＧＲ又 は三 陸 鉄 道 ）27.2%、徒 歩 19.5%、

バス 19.3%、鉄 道 （JR+ＩＧＲ又 は三 陸 鉄 道 ）14.9%の順 となっている。 

 

問 1  第 一 志 望 の大 学  

「大 学 進 学 の際 、本 学 （入 学 した学 部 ）はあなたの第 一 希 望 でしたか」との設 問 に対 する

回 答 は、全 体 として「第 一 志 望 だった」64.9%、「第 二 志 望 だった」23.9%、「第 三 志 望 以 下

だった」10.0%となっている。 

 

問 2-1  本 学 の入 試 等 に関 する情 報 の入 手 方 法 （複 数 回 答 ）  

「本 学 の入 試 等 に関 する情 報 をどのような方 法 で入 手 しましたか」との設 問 で、全 体 とし

ての上 位 3 項 目 は、「入 学 案 内 を読 んだ」45.6%、次 いで「本 学 のウェブサイトを見 た」44.9%、

「高 校 の先 生 からアドバイスを受 けた」44.3%となっている。 

 

問 2-2 本 学 のウェブサイトの閲 覧 状 況 と理 解 度  

本 学 のウェブサイトを閲 覧 したことのある学 生 の割 合 は 89.9%（100-「見 たことがない」-

「無 回 答 」）。学 生 の 85.4%が大 学 について「大 変 良 く理 解 できた」（22.3%）、「概 ね理 解 でき

た」（63.1%）と回 答 している。 

 

問 2-3 本 学 の入 学 案 内 の閲 覧 状 況 と理 解 度  

本 学 の入 学 案 内 を見 たことがある学 生 は 85.3%（100-「見 たことがない」-「無 回 答 」）。学

生 の 82.4%が大 学 について「大 変 よく理 解 できた」（29.1%）、「概 ね理 解 できた」（53.3%）と回

答 している。 

 

問 2-4 参 加 した行 事 と本 学 受 験 との関 連  

本 学 で実 施 している行 事 と本 学 受 験 への影 響 度 に関 する設 問 に対 して、「2.受 験 決 定

の 大 き な 要 因 」 + 「 3. 受 験 決 定 の 要 因 の 一 つ 」 を 合 算 し て み る と 、 「 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 」

23.4%が最 も影 響 度 が高 く、次 いで「大 学 見 学 」19.3%、「大 学 説 明 会 」18.2%、「Web オープ

ンキャンパス」12.3%、「出 張 講 義 又 は出 前 講 義 （高 校 で実 施 ）」12.0%と続 いている。 

 

問 3 本 学 の受 験 決 定 時 期  

本 学 の受 験 を決 めたのは、全 体 としては入 試 直 前 といえる「共 通 テストの後 」32.8%が最

も高 く、次 いで「高 校 2 年 」13.9%、「高 校 3 年 の夏 」12.7%、「高 校 3 年 の春 」11.2%と続 いて

いる。 
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 問 4  入 学 者 受 入 れの方 針 （アドミッションポリシー）と受 験 決 定 の関 係  

「ウェブサイトや入 学 者 選 抜 要 項 等 で公 表 している入 学 者 受 入 れの方 針 （アドミッション

ポリシー）は、受 験 決 定 の参 考 になりましたか」という設 問 に対 し、全 体 としては「受 験 決 定

の大 きな要 因 となった」18.7%、「受 験 決 定 の要 因 の一 つとなった」53.0%と回 答 しており、こ

の 2 項 目 を合 わせた割 合 は 71.7%となっている。 

 

問 5-1 大 学 進 学 を考 えた理 由 （重 視 した項 目 以 内 を選 択 ）  

新 入 学 者 が大 学 進 学 を考 えた理 由 について、14 項 目 から 3 項 目 以 内 を選 択 した結 果

で概 ね 30%以 上 の項 目 は、全 体 として高 い順 に「専 門 的 知 識 や技 術 を修 得 したいから」

58.1%、次 いで「資 格 を取 得 したいから」33.4%、「教 養 を広 げたいから」31.6%、「就 職 に必 要

な勉 強 をしたいから」29.6%となっている。 

 

問 ５ -２ 大 学 に進 学 することを決 めた時 期  

新 入 学 者 が大 学 進 学 を決 めた時 期 について、四 年 制 学 部 では「高 校 1 年 生 」までに決

めた割 合 がすべての学 部 ・学 科 で 70%を超 えている。 

また、短 期 大 学 部 では大 学 進 学 決 定 の時 期 が遅 くなっていると言 えよう。 

 

問 6 本 学 に関 する情 報 に触 れた機 会 （複 数 回 答 ）  

新 入 学 者 が本 学 に関 する情 報 に触 れた機 会 を複 数 回 答 で聞 いた設 問 に対 して、全 体

としては「本 学 のウェブサイト」が最 も高 く 88.4%、次 いで「本 学 の入 学 案 内 （冊 子 ）」49.5%、

「本 学 の SNS」40.2%、「通 っていた高 校 」31.2%が 3 割 以 上 となっている。 

 

問 7-1 本 学 を選 んだ理 由  

「大 きな理 由 になった」という積 極 的 な肯 定 回 答 だけみていくと、30%以 上 は割 合 が高 い

順 に、「学 びたい分 野 がある」71.2%、次 いで「公 立 （県 立 ）大 学 である」69.5%、「資 格 が取

得 できる」49.5%、「教 育 課 程 や授 業 構 成 内 容 」38.3%、「岩 手 で学 びたい」37.5%、「卒 業 生

の就 職 先 や就 職 率 （就 職 に有 利 だから）」33.1%、「自 分 の能 力 に適 していた」31.0%となっ

ている。 

 

問 7-1  一 般 的 な受 験 大 学 選 択 の理 由  

問 7-1 では一 般 的 な受 験 大 学 選 択 の理 由 も併 せて聞 いているが、前 掲 の「進 学 や受 験

のときに、どんなことを理 由 に本 学 を選 びましたか」を並 べ比 較 した図 表 を「３．調 査 集 計 結

果 」本 文 に掲 載 しているので参 照 いただきたい。 

 

問 7-2 ソフトウェア情 報 学 部 、総 合 政 策 学 部 の新 たなコース制 、カリキュラムの認 知 度  

令 和 元 年 度 からの「ソフトウェア情 報 学 部 、総 合 政 策 学 部 の新 たなコース制 、カリキュラ

ムの認 知 度 」について、「入 学 前 から知 っていた」と回 答 したのは、「ソフトウェア情 報 学 部 」

49.4%、「総 合 政 策 学 部 」27.4%となっている。 

「今 まで知 らなかった」と回 答 した学 生 は、「ソフトウェア情 報 学 部 」32.9%、「総 合 政 策 学

部 」57.5%となっている。 

 

問 7-3 新 たなコース制 、カリキュラムが学 部 選 択 の理 由 になった割 合  

「ソフトウェア情 報 学 部 、総 合 政 策 学 部 の新 たなコース制 、カリキュラムが学 部 選 択 の理

由 になったかどうか」を「入 学 前 から知 っていた」学 生 に聞 いた設 問 では、「大 きな理 由 にな

った」と回 答 したのは「ソフトウェア情 報 学 部 」42.3%、「総 合 政 策 学 部 」41.9%となっている。 

「少 しは理 由 になった」割 合 を加 えると、「ソフトウェア情 報 学 部 」94.9%、「総 合 政 策 学 部 」

87.1%となっている。 
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問 8 入 学 した自 身 の選 抜 区 分  

新 入 学 者 の入 学 した選 抜 区 分 について、全 体 としては「一 般 選 抜 （前 期 ）又 は短 大 一

般 選 抜 」50.2%、「一 般 選 抜 （中 期 又 は後 期 ）」11.4%で合 わせて 61.6%、「学 校 推 薦 型 選 抜 」

31.8%、「総 合 型 選 抜 」4.4%となっている。 

 

問 9 筆 記 試 験 問 題 の解 答 時 間 の適 切 性  

筆 記 試 験 問 題 の解 答 時 間 の適 切 性 について、全 体 として 64.9%が「適 切 だった」と回 答

している。 

 

問 10 面 接 での質 問 内 容 の適 切 性  

面 接 での質 問 内 容 の適 切 性 について、面 接 を受 けた学 生 337 人 （合 計 -「4.面 接 は受

けなかった」-「5.無 回 答 」）のうち 96.7% （326 人 ）が「適 切 だと思 った」と回 答 している。 

 

問 11 試 験 のときの教 職 員 対 応 の適 切 性  

試 験 のときの教 職 員 の対 応 について、「無 回 答 」73 人 を除 いた 559 人 でみると、「どちら

ともいえない」13 人 、「適 切 でないと思 った」3 人 を除 いて、543 人 （有 効 回 答 者 の 97.1%）が

「適 切 だった」と回 答 している。 

 

問 13 遠 隔 授 業 を受 講 するときに主 に使 用 することとなるインターネット環 境  

遠 隔 授 業 を受 講 するときに主 に使 用 することとなるインターネット環 境 に関 する設 問 では、

結 果 として複 数 の環 境 等 を選 択 した回 答 者 が多 いため、複 数 回 答 方 式 にて集 計 している。 

全 体 としては「無 線 ＬＡＮ（モバイルＷⅰ-Ｆⅰルータ、スマートフォンからのテザリングを除

く）」59.2%、「有 線 ＬＡＮ（光 回 線 ）」24.5%、「スマートフォン（テザリング可 ）」13.4%等 のように

多 くの学 生 は環 境 整 備 が進 んでいる。 

 

問 14 ひと月 当 たり可 能 な通 信 量 （GB）  

インターネット環 境 でひと月 当 たりに利 用 可 能 な通 信 量 の上 限 については、「無 制 限 」が

最 も高 く 39.7%、次 いで 30GB 未 満 が 34.0%である。 

 

問 15 遠 隔 授 業 の資 料 印 刷 等 に使 用 可 能 なプリンタの有 無 と今 後 の予 定  

遠 隔 授 業 の資 料 印 刷 等 に使 用 可 能 なプリンタの有 無 に関 しては、「使 用 可 能 なプリンタ

がある」のは 57.3%、一 方 、「使 用 可 能 なプリンタがなく、今 後 準 備 する予 定 もない」という回

答 が 27.7%となっている。 

 

問 16.現 時 点 で考 えている自 分 の将 来  

「自 分 の将 来 についてどのように考 えていますか」という設 問 について、全 体 としては「学

びの専 門 性 を活 かせる就 職 」が 64.2%、「大 学 院 への進 学 (または学 部 への編 入 学 )」14.1%、

「学 びの専 門 性 にこだわらない就 職 」13.3%となっている。 

一 方 、「特 に考 えていない」という回 答 は 3.6%となっている。 

 

問 17-1  就 職 を希 望 する場 合 の希 望 職 業  

就 職 を希 望 する場 合 の希 望 職 業 について、全 体 としては「公 務 員 」が 41.8%、「企 業 等 」

が 34.9%、となっている。尚 、「未 定 」との回 答 は 17.3%であった。 

 

問 17-2  就 職 を希 望 する場 合 の希 望 勤 務 地  

就 職 を希 望 する場 合 の希 望 勤 務 地 について、全 体 としては「岩 手 県 内 」38.6%、「東 北

（岩 手 県 を除 く）」33.5%となっている。 
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学 部 別 にみると「ソフトウェア情 報 学 部 」の「関 東 」への割 合 が 31.2%と他 学 部 と比 較 して

突 出 して高 くなっている。 

 

問 18  本 学 と本 学 の学 生 に関 するイメージ【本 学 に関 するイメージ】  

学 生 が感 じる本 学 のイメージに関 して複 数 選 択 で聞 いた設 問 で、全 体 として最 も高 いの

は「学 部 ・学 科 が充 実 している」54.1%、次 いで「地 域 社 会 ・文 化 に貢 献 している」50.9%、

「地 域 産 業 に貢 献 している」44.9%、「就 職 状 況 が良 い」39.2%、「教 育 機 関 としてのビジョン

がある」35.4%、「在 学 中 の資 格 取 得 に積 極 的 である」33.5%である。（30%以 上 の項 目 ） 

 

問 18  本 学 と本 学 の学 生 に関 するイメージ【学 生 に関 するイメージ】  

学 生 が感 じる本 学 の学 生 に関 するイメージについて複 数 選 択 で聞 いた設 問 で、全 体 とし

て概 ね 30%以 上 の学 生 が選 択 した事 象 は「勉 強 、研 究 に熱 心 である」38.0%、「礼 儀 正 しい」

29.9%となっている。 

 

 

 

 


